
まち・ひと・しごと創生について 

 

１ まち・ひと・しごと創生 

人口減少克服と地方創生をあわせて行うことにより、将来にわたって活力

ある日本社会を維持することを目指すもの 

 ⑴ 背景 「人口減少時代」の到来 

 ⑵ 目的 

  ・ 人口減少に歯止めをかける 

  ・ 東京圏への一極集中を是正する 

 ⑶ 国の動向 

  ア 「まち・ひと・しごと創生法」の成立（平成２６年１１月） 

   ・ 「人口減少に歯止め」、「東京一極集中の是正」を初めて法律に明記 

   ・ 「地方版総合戦略」の策定が、地方公共団体の努力義務に 

  イ 「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」の策定（平成２６年１２月） 

   ・ 日本の人口の現状と将来の姿を示し、今後、目指すべき将来の方向

を提示したもの。 

国民の希望を実現し、人口減少に歯止めをかけ、2060 年に１億人程度の

人口を確保する 

※ 国立社会保障・人口問題研究所の「日本の将来推計人口（H24）」

では、２０６０年に人口は約８，７００万人まで減少する見通し。 

  ウ 「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定（平成２６年１２月） 

・ 長期ビジョンで示された将来の姿を実現するための方針・施策等をま

とめたもの。（毎年度、改訂） 

   【基本目標】 

    ① 地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする 

    ② 地方への新しいひとの流れをつくる 

    ③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

    ④ 時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域

と地域を連携する 

  エ 地方への支援 

    情報支援･･･地域経済分析システム（RESAS） 

人的支援･･･地方創生コンシェルジュ制度 

財政支援･･･地方創生関係交付金、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税） 
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２ 徳島市の状況 

 ⑴ 徳島市の人口 

国勢調査では、平成 7 年の 268,706 人をピークに減少傾向にあり、平成

27 年の国勢調査における人口等基本集計では 258,554 人に減少している。 

年 平成 2年 平成 7年 平成 12 年 平成17年 平成22年 平成 27 年 

人口 263,356 人 268,706 人 268,218 人 267,833人 264,548人 258,554 人 

 ⑵ 「徳島市人口ビジョン」の策定（平成２７年１２月） 

・ 人口動態の現状、将来推計 

国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口（H25.3）」

では、２０４０年に人口は約２０万６千人まで減少する見通し 

・ 人口動態から見た本市の課題 

若者の大都市圏への人口流出、出生率の低迷等 

・ 人口の将来展望 

人口規模を維持するために必要な出生率を実現し、大都市との社会増減

をプラスに転じることで、2060 年に 24 万人超の人口を維持をする 

 ⑶ 「徳島市未来チャレンジ総合戦略」の策定（平成２７年１２月） 

・ 「徳島市人口ビジョン」で示した人口の将来展望を実現するために、今

後５年間に本市が取り組む人口減少対策の方向性を示したもの。 

【４つの基本目標】 

    チャレンジ１ 若者の夢は徳島市で実現する 

（数値目標）雇用創出数 ５年間の累計で１，０００人以上 

    チャレンジ２ 子育てするなら３人以上 

（数値目標）出生数 ２，２００人以上 

    チャレンジ３ “心おどる水都・とくしま”が一番面白い 

（数値目標）県外への人口流出に歯止め→社会増の実現 

    チャレンジ４ 進化する地域社会は持続する 

（数値目標）徳島市に住み続けたいと思う市民の割合 ７０％以上 

 ⑷ 取組 

本市が地方創生の実現に向けて取り組む事業をまとめた「アクションプラ

ン」を策定し、これに基づく取組を推進することで、基本目標を達成し、人

口減少の克服を目指している。 

これらの取組の中でも、先駆性を有する徳島市ならではの取組について、

地方創生推進交付金を活用している。（地方創生推進交付金事業） 


